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1.放射線照射輸血用血液。製剤ラベルには「照射」の文字が
見える。

2.日赤血液センターでの血液製剤への放射線照射　
（写真提供／日赤血液センター）
3.川村朋子「輸血用血液製剤への放射線照射について」（環

境と健康 2016 29 95-101）より作成
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PT-GVHDの赤十字血液センターへの報告症例
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輸血用血液製剤への放射線照射のはなし
東北放射線科学センター　理事長　宍戸 文男

以
前
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
医
療
機

器
へ
の
放
射
線
照
射
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
が
、
同
様
に
輸
血
用
の
血

液
製
剤
が
放
射
線
照
射
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
ご
存
じ
の
方
は
少
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

輸
血
用
血
液
製
剤（
以
下「
輸
血
用

血
液
」）と
は
、
人
の
血
液
の
全
部（
全

血
）ま
た
は
人
の
血
液
か
ら
赤
血
球
、

血
小
板
と
い
っ
た
成
分
を
分
離
・
調

製
し
た
製
剤（
成
分
製
剤
）の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
放
射
線
照
射
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
1
9
8
4

年
に
心
臓
血
管
外
科
手
術
で
大
量
の

血
液
を
輸
血
さ
れ
た
患
者
の
術
後
の

副
作
用
が
報
告
さ
れ
、
こ
れ
が
発
端

と
な
り
、
日
本
で
は
自
発
的
に
放
射

線
照
射
や
、
血
液
セ
ン
タ
ー
の
技
術

協
力
に
よ
る
放
射
線
照
射
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
9
9
8
年
か
ら
は
日
本
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
で
の「
放
射
線
照
射
輸

血
用
血
液
」の
製
造
認
可
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
照
射
済
み
血
液
が
血

液
セ
ン
タ
ー
か
ら
供
給
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

私
も
1
9
9
3
年
に
福
島
県
立
医

科
大
学
に
赴
任
し
て
か
ら
、
輸
血
部

と
外
科
の
先
生
か
ら
依
頼
さ
れ
、
癌

の
放
射
線
治
療
を
行
う
際
に
使
用
す

る
放
射
線
治
療
装
置（
リ
ニ
ア
ッ
ク
）

を
使
っ
て
、
輸
血
す
る
血
液
に
照
射

を
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

な
ぜ
血
液
に
照
射
す
る
の
か
。
目

的
は
医
療
機
器
の
よ
う
に
滅
菌
で

は
な
く
、
輸
血
す
る
血
液
に
含
ま
れ

る
リ
ン
パ
球
の
働
き
を
と
め
て
し
ま

う
た
め
で
す
。
輸
血
さ
れ
た
血
液
中

の
リ
ン
パ
球
は
患
者
の
免
疫
機
能
に

よ
っ
て
多
く
は
排
除
さ
れ
ま
す
が
、

何
ら
か
の
原
因
で
輸
血
さ
れ
た
血
液

中
の
リ
ン
パ
球
が
残
っ
て
、
患
者
の

身
体
の
組
織
を
異
物
と
み
な
し
て
攻

撃
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

輸
血
後
移
植
片
対
宿
主
病（
Ｐ
Ｔ
︲

G
V
H
D
）と
い
い
ま
す
。
こ
れ
を
予

防
す
る
た
め
に
、
輸
血
血
液
の
リ
ン

パ
球
を
不
活
化
す
る
目
的
で
放
射
線

を
照
射
し
ま
す
。

典
型
的
な
Ｐ
Ｔ
︲
G
V
H
D
は
、

輸
血
を
受
け
て
か
ら
１
～
２
週
間
の

後
に
発
熱
・
紅
斑
が
出
現
し
、
肝
障

害
・
下
痢
・
下
血
等
の
症
状
が
続
き
、

最
終
的
に
は
骨
髄
無
形
成
・
汎
血
球

減
少
症
、
さ
ら
に
は
多
臓
器
不
全
を

呈
し
、
輸
血
か
ら
1
カ
月
以
内
に
ほ

と
ん
ど
の
症
例
が
致
死
的
な
経
過
を

た
ど
る
、
非
常
に
重
篤
な
輸
血
合
併

症
で
す
。
治
療
法
は
未
だ
確
立
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
発
症
予
防
が
唯
一

の
対
策
方
法
で
す
。

リ
ン
パ
球
の
増
殖
を
抑
制
す
る

た
め
の
線
量
は
、
大
線
量（
2
万
～

２
万
５
千
Gy
）を
必
要
と
す
る
滅
菌

と
は
違
い
、
比
較
的
少
な
く
、
最
低

15 

Gy
の
線
量
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

赤
血
球
・
血
小
板
・
顆
粒
球
の
機
能

や
寿
命
を
損
な
わ
な
い
上
限
の
線
量

は
50 

Gy
で
す
。
そ
こ
で
、
放
射
線
照

射
に
際
し
て
は
、
血
液
バ
ッ
グ
の
い

ず
れ
の
部
位
に
対
し
て
も
こ
の
範
囲

の
線
量（
15 

Gy
以
上
、
50 

Gy
以
下
）が

照
射
さ
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
の

線
量
で
あ
れ
ば
、
リ
ン
パ
球
以
外
の

血
球
成
分
の
機
能
に
は
影
響
は
あ
り

ま
せ
ん
。

現
在
、
日
赤
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、

新
鮮
凍
結
血
漿
を
除
く
全
血
液
製
剤

（
全
血
製
剤
、
赤
血
球
製
剤
、
血
小
板

製
剤
）に
は
放
射
線
を
照
射
し
て
医
療

機
関
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

照
射
に
は
、
2
種
類
の
放
射
線
、

ガ
ン
マ
線
と
X
線
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
最
近
は
X
線
に
よ
る
血
液
照

射
装
置
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ガ
ン
マ
線
に
よ
る
照
射
で
は
、
線

源
に
放
射
線
同
位
元
素
の 

セ
シ
ウ
ム

1
3
7
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
半

減
期
は 

30
年
と
長
い
線
源
を
使
い
ま

す
の
で
、
そ
の
た
め
維
持
費
は
ほ
と

ん
ど
必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、
放
射
性

同
位
元
素
の
た
め
、
法
律
に
基
づ
く

厳
格
な
管
理
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
X
線
に
よ
る
血
液
照
射
装
置

は
線
源
に
X
線
管
球
を
使
用
し
て
お

り
、
小
型
軽
量
タ
イ
プ
が
多
く
設
置

場
所
の
制
約
が
少
な
く
、
管
理
も
簡

便
な
の
が
特
徴
で
す
。
X
線
管
電
圧

は
1
5
0

kV
の
も
の
と
2
1
0

kV
の

も
の
が
あ
り
、
照
射
時
間
も
10
分
前

後
で
す
。

こ
の
よ
う
な
経
過
を
辿
り
、
2
0
0
0

年
以
降
は
わ
が
国
で
は
放
射
線
照
射

血
液
製
剤
に
よ
る
Ｐ
Ｔ
︲
G
V
H
D

の
確
定
症
例
の
発
症
は
確
認
さ
れ
な

く
な
っ
て
お
り（
図
表
）、
血
液
の
放

射
線
照
射
に
よ
る
予
防
対
策
が
機
能

し
た
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

2
0
1
8
年
の
日
赤
血
液
セ
ン

タ
ー
の
統
計
に
よ
る
と
、
1
年
間

で
の
べ
21
万
7
4
6
6
人
か
ら
の

献
血
を
受
け
て
、
血
液
セ
ン
タ
ー

で
医
療
機
関
向
け
に
製
造
し
た
血

液
製
剤
は
、
照
射
赤
血
球
製
剤
が

2
9
6
万
3
9
3
3
本（
照
射
率

90
･
6
%
）、
照
射
全
血
製
剤
は
、
25

本（
照
射
率
1
0
0
%
）、
照
射
血
小

板
製
剤
は
80
万
9
4
3
8
本（
照
射

率
97
･
8
%
）が
製
造
さ
れ
て
、
医
療

機
関
に
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

輸
血
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
日
本

輸
血
・
細
胞
治
療
学
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、「
輸
血
を
行
う
病
院
は

日
本
で
は
約
1
万
施
設
あ
り
、
そ
こ

で
は
年
間
1
0
0
万
人
を
超
え
る
患

者
さ
ん
に
輸
血
が
さ
れ
て
い
ま
す
」と

言
っ
て
い
る
く
ら
い
重
要
な
治
療
法

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
重

要
な
治
療
法
を
支
え
る
た
め
に
、
放

射
線
照
射
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。
血
液
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

し
た
照
射
体
制
が
機
能
し
て
い
る
た

め
に
、
一
般
の
方
は
安
心
し
て
輸
血

を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
放
射

線
が
陰
の
力
持
ち
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
の
だ
と
、
認
識
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。


